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下関市がスマートシティを目指す意義

社会情勢の変化
人口減少、少子高齢化の急速な

進展、多発する大規模災害、
新型コロナウイルスなどの
新たな感染症リスクなど

様々な社会課題に直面する中で、
今後、ますます深刻化、

複雑化していく諸課題に関して
データやデジタル技術の活用を
通じた解決の加速化が必須

スマートシティを目指す意義

デジタル化

新型コロナウイルス

大規模災害リスク

人口減少・高齢化

持続可能な都市
デジタル技術

• 本州・九州・海外を繋ぐゲートウェイ都市
- 陸：関門トンネル／海：下関港・関釜フェリー／空：宇部空港・北九州空港

• 魅力的な地域観光資源
- 自然・歴史等の観光資源、中韓との近接性・港湾都市による誘客力

• 産業が集積する、県内唯一の中核都市
- 港町として水産業・漁業(下関港)が主力
- 有力企業本社や主力営業拠点として、県西部の中心都市

• 未来志向の『コンパクトシティ構想』

• 急速な少子高齢化・人口減少
- 出生数減少と高齢化に伴う死亡数増加、転出超過

• 基幹産業の停滞・衰退
- 卸売業・製造業(直近10年で従事者2割減)事業者数の減少
- 基幹産業(漁業等)の停滞により、特に港エリアが衰退

• 都市部空洞化・地域間格差の進行
- 商店街のシャッター街化、賑わいの喪失
- 合併や港湾都市の特質によって深刻化する地域格差

• 行政の財政圧迫　⇒ 基金を取り崩しながらの財政運営
- バランスの悪い歳入と高水準の歳出

• 自主財源が低く(市税3割)、依存財源が高い (地方交付税2割)
• 人件費の高さ(中核都市比35%高)、高水準の公共施設延床面積

“ゲートウェイ都市”から“通過都市“へ（※状況の変化）
- かつては、本州の最西端に位置する地理的な特性から九州や中国大陸への玄関口/人や物

の交流拠点として栄えた
- 関門国道トンネルの開通、関門橋開通、山陽新幹線全線開通、航空交通網が整備により、

交流拠点としての優位性が失われつつある

本市の『強み』・『ユニークさ』

本市の現状課題

　市民・地域目線での課題提起、産学
官一体となったデータの一元化・利活
用及び行政・医療・教育・産業・観光
等各主要分野における分野横断なデジ
タル施策の推進、高質で持続可能な
サービス・新たな価値創出等を通じ、
市民生活の豊かさと利便性向上を実現。

　“住みやすく市民に愛される“地域魅
力を高めながら、訪れる人への『半市
民』のような安全・安心な滞在体験の
提供を通じ、従来の観光人口を超える
幅広い関係人口を惹きつけ、将来的に
は先端企業をはじめとする産業集積を
図っていく。
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働く人
Industry

下関市の考えるスマートシティの方向性
下関で「住む人」・「働く人」・「訪れる人」の間のポジティブなコミュニケーションや交流促進を通じて3者の関係を深化させ、生活品
質（QoL:Quality of Life)の向上→関係人口の増加→産業集積という地域経済の好循環を生み出し、 「下関への愛着」
における共通範囲の拡大を目指す。

(例）『日常を離れて働く』

訪れる人が、
コワーキングスペース利用やイベント参加
を通じ地域事業者とコラボすることとで、
その地との繋がりを作っていける。

地域事業者やコミュニティは、
外部人材等とのコラボレーションを通じ、
地域課題の解消や地域活性化
に向けた仲間を増やせる！

住む人
Community

働く人
Industry

訪れる人
Visitor 訪れる人

Visitor

住む人
Community

プランをたてる

滞在を始める
偶然と出会う 癒される

生活する

探求を続ける

日常を離れて
働く

仲間として
貢献する

地域への愛着の醸成による
関係人口の増加

生活品質(QoL)の向上
(移動、防災、医療等生活課題の改善)

訪れる人・住む人のデータ蓄積による
産業集積

Start

(例)　『生活する』では・・・

訪れる人は、地域住民と同様に
病院や防災等の生活情報にアクセスでき、
「いざ」の時も安心

地域住民は、
「防災・医療、教育」等の
生活情報にタイムリーにアクセスでき、
生活インフラの強化も期待できる！ 地域経済の活性化

下関への愛着

訪れる人の
“異日常”体験

優先 中長

優先
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基本コンセプト

1.  市民中心のスマートシティを実現し、地域課題の解決を通じた
 魅力的なまちづくりを目指す

2.  市民データは 市民の意思によるオプトインで提供されるものであり、
 その利活用において 市民の意思でいつでも 同意をオン・オフできる

3.  市民・企業・行政の三者が当事者として
 下関市のスマートシティを共に考え・共に創っていく

4.  行政区単位ではなく 市民の生活圏をベースに地域特性に応じた
 まちをデザインする

5.  データ連携基盤を活用した他都市(生活圏・遠隔地)との連携により
 『良いものはみんなでShare』し 全体の価値を高める
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『スマートシティ』　全体像

市民・観光客・企業

まちのデジタル化でより一層進む
共助の輪が広がる　暖かさと賑わいが眩しい　ひと思いの海峡都市　しものせき

地域ポータル整備を通じたパーソナ
ライズな情報サービス提供・セルフ
サービス化
EndToEnd手続のオンライン窓口
で市民の利便性向上・行政業務
削減
データや捻出したリソース等を活用
し事業推進拡大の資本を増強

医療関連情報のデジタル化、地
域リソースや医療体制の効果的な
最適分配による受診環境の利便
性向上
予防医療に対する理解深化や、
行動変容を通じた健康寿命の延
伸

地域企業間・産学間のシェアリング体
制の形成を通じたソフト面＆ハード
面のシェア推進により、生産性向上・
人材育成による個社の体力向上を
実現し、将来的な自社事業の推
進・拡大、地域全体の産業誘致の
土壌を築く

教員が指導業務に専念可能な環
境整備や蓄積・共有ノウハウを生か
した教育指導等により、平等・オー
プンかつ高水準の教育提供を実現
学校間の連携強化や地域・産業を
巻込んだ“魅力的な学び場作り”を
通じ、高度人材育成や市民リカレン
ト・産業の活性化を図る

地域のひと・コンテンツ・データを繋ぎ・
管理するデジタルDMO体制を基盤
に、下関の強み・魅力を生かしたコ
ンテンツ作りをユーザ目線で磨き・発
信し、誘客数増や消費拡大を図る
他分野との連携強化を通じ、訪問
客の滞在満足度及び住民QOLの向
上の両者を実現

地域内の各種分野のデジタル施策の横連携の推進地域ポータル等

OPENな産学官連携体制
高度人材育成・市民リカレントの強化 ひと・もの・ノウハウのシェア・コラボ促進 行政DX推進、地域密着支援

地域雇用 データ提供
データ利活用DNAの育成・継承
企業間コラボレーションの強化

地域・家庭を巻込んだ人材の卵育成
産官学連携による高度人材育成

データ利活用をベースとした事業推進
市内事業者育成・コラボ・起業促進

都市間連携下関市データ連携基盤（都市OS）
API

共通機能 コア機能オープンデータ
登録

API

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域ポータル（共通UI）

産業・中小企業　教育・人材育成行政DX ヘルスケア 　観光・長期滞在

【デジタル弱者を取りこぼさない対策】
デジタルに不慣れな”デジタル弱者”
向けの支援体制を構築
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第2期下関市 まちひとしごと創生総合戦略との関係性
『第2期下関市 まちひとしごと創生総合戦略』で策定された基本目標・目標指標の達成に向け、特にSociety5.0の実現により一層寄与
可能な技術活用を中心とした施策検討を実施し、検討施策の実行主体として「スマートシティ推進協議会」を組成する。

４　基本目標

10　目標指標

19　施策の柱

30　施策展開
 1. 多彩で魅力ある地域の潜在力（モノ）を開花させるまちづくりの推進 
 2. 多様なヒトの活躍推進と新たなカネの流れの創出による好循環の形成
 3. Society5.0 の実現に向けた新たな技術の活用
 4. SDGs の推進による持続可能なまちづくり 

行政DX ヘルスケア 教育・人材育成 産業・中小企業 観光・長期滞在

スマートシティ推進事業(本事業)

第2期下関市 ひとまちしごと創生総合戦略　(2020-2024年)

スマートシティ推進協議会

下関市
まち・ひと・しごと創生推進会議

(産・官・学・金・労・言・等で構成)

2.下関に集う人、
下関で暮らす人を
増やす

1.地域産業の強化、し
ごとの確保を促進する

4.地域の力を活かし、持
続可能な地域
社会をつくる 

3.いのちを大切にし、子
どもを産み育てやすい環
境を整える

(1) ①効率性の向上②付加
価値の向上と販路の拡大
(2) ①就業・雇用の促進②
起業・創業の支援

(1) ①情報発信と誘致・誘
客の強化②交流の促進
(2) ①定住の促進②若者雇
用の促進③若者・女性に魅
力 あるまちづくり

(1)①結婚に関する希望の実現②い
のちを大切にする社会の形成
(2) ①健康でいきいきと暮らせる環境
の整備
(3) ①子ども・子育て支援の充実②
「下関市教育大綱」 の推進

(1) ①住民自治による まちづくりの推進
(2) ①時代にあった持続可能なまちづく
り②魅力的な都市空間づくり
(3) ①下関への愛着・自信 ・誇りの醸
成②「住み続けたい下関」の創生

(1)生産性（市内就業者 1 
人あたり総生産）の向上
(2)就業率の上昇

(1)交流人口の増加
(2)純移動率の縮小

(1)人口の自然増減率の上昇
(2)健康寿命の延伸
(3)「下関市は、安心して子どもを産む
ことができ、育てやすいまち」であると感
じている市民の割合の向上

(1)「住民自治によるまちづくりの取り組
みが進んできた」
(2)「地域に応じた都市機能が充実し、
まちのにぎわいや魅力がある」
(3)「これからも下関に住み続けたい」

Society5.0の実現に
寄与する施策を重点5分野

にてより詳細化

目標・政策
を策定

施策推進・
目標達成を
サポート

基本目標・目標指標の
分野横断での

達成スピードを加速化

横
断
的
な
施
策

市全体戦略の策定
施策の横断的な推進

デジタル関連の企画立案・実施運営

14の深堀優先施策を詳細化
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フォーカス5分野　~課題及び方向性のまとめ~
机上調査やヒアリングにより抽出した各分野の現状課題とそれを踏まえた今後の取組方向性は以下の通り。

観光・長期滞在

ヘルスケア

産業・
中小企業

観光・
長期滞在

教育・
人材育成

教育のデジタル化を通じ、教員が指導業務に専念可能な環境整
備や蓄積・共有ノウハウを生かした教育指導等により、平等・オープ
ンかつ高水準の教育提供を実現
学校間の連携強化や地域・産業を巻込んだ“魅力的な学び場作
り”を通じ、高度人材育成や市民リカレント・産業の活性化を図る

教育現場のデジタル化対応の遅れにより、職員の事務負荷が高く、
個人にあった高品質の教育提供や教育格差の解消が困難
また、地域と教育現場の接点が希薄なため、学校教育の幅やリカ
レントの機会が限定的で専門・高度人材の育成土壌が未熟

行政DX

『利用者目線』×『データ利活用』の行政DXを通じ、ニーズに合っ
た情報・サービスの提供や双方向交流を実現し、セルフサービス化
による市民の利便性向上及び行政運営のスマート化を図る
データや捻出したリソース等を活用し事業推進拡大の資本を増強

デジタル化対応の遅れにより、限られた人員での多様化・複雑化す
る市民・地域ニーズへの対処が困難になり、市民サービスの利便性
を下げるだけでなく、行政運営の非効率や財政運営を圧迫

現状・課題 取組の方向性・施策案

地域企業間・産学間のシェアリング体制の形成を通じたソフト面＆
ハード面のシェア推進により、生産性向上・人材育成による個社の
体力向上を実現し、将来的な自社事業の推進・拡大、地域全体
の産業誘致の土壌を築く

事業者が共通で直面している労働力の減少/不均衡、
及びデジタル化の遅れによって生産性が低下している
企業間でのコラボレーションが未成熟であるため下関ブランドが
活用しきれていない

受診・通院アクセスの不便により受診・治療が遅れ疾患の進行に
よる医療費の増大
高齢化の進行に対し、介護・福祉の整備が追いついていないこと
による不十分な医療サービスと医療費の逼迫

医療関連情報のデジタル化、地域リソースや医療体制の効果的な
最適分配による受診環境の利便性向上
予防医療に対する理解深化や、行動変容を通じた健康寿命の延
伸を図る

地域のひと・コンテンツ・データを繋ぎ・管理するデジタルDMO体制を
土台に、下関の強み・魅力を生かしたコンテンツ作りをユーザ目線
で磨き・発信することで誘客数増や消費拡大を図る
他分野との連携強化を通じ、訪問客の滞在満足度及び住民QoL
の向上の両者を実現

既存観光資源に関する情報発信源が乱立し、かつ情報の鮮度が
低く訪問客の滞在時間延長＆消費促進の機会喪失を招いている
ユーザ目線での地域魅力を生かしたコンテンツ磨きや分野を跨ぐ
連携の欠如により、関係人口等新たな領域での機会創出に苦戦
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行
政

行政DX　-将来施策イメージ-

産業界

市街地・観光地

一括登録等による

業務効率化

市民・事業者 移住者・観光客

行政

学校

住民のQoL向上により
地域の魅力アップ

高齢者のポータル
利用サポート

産業誘致
創業支援

地域ポイント導入
DMO組成

GIGAスクール
推進

人材育成・
リカレント

Maasでの
通院・買い物

シェアによる
生産性向上

リアルで変わるデジタルで変わる　『利用者目線』×『データ利活用』の行
政DXを通じ、ニーズに合った情報・サービ
スの提供や双方向交流を実現し、セルフ
サービス化による市民の利便性向上及び
行政運営のスマート化を図る
　データや捻出したリソース等を活用し事
業推進拡大の資本を増強

【情報提供】
情報の一元的管理・発信によって市民の情報アクセスを
向上し、1人1人にパーソナライズされた分かりやすい情
報を提供
【防災】
ポータル上で平常時の快適で安全な暮らしをサポート及
び災害時の迅速な支援を実現
【コミュニケーション】
市民のセルフサービス化や双方向交流を促し、市民の
声の数・質の収集度を高め、市民ニーズに基づくオープン
で施策作りを実現
【行政手続】
マイナンバーカード活用サービス拡充・手続きオンライン
化により市民利便性を向上。行政業務効率化・高度
化を通じ、重点業務への職員最適配置やスキルアップ
【インフラ（支払/手続）】
インフラの整備/活用により地域経済の活性化を図る

ニーズに基づく
コンテンツ磨き上げ

・発信

高齢者の
ポータル利用サポート

移住者・観光客が増加し
関係人口が増大

削減したコスト・
業務量を活用

職員のスキルアップ
自組織内で更なる事
業を推進できる体制
に

市内の事業推進支援
• 高齢者のデジタル化
適応支援

• 中小企業DX推進支援
• 創業支援
• 企業誘致　　　　等

新施策

削減したコストで更なる事業推進
市民・観光客の

（サービスの受け手）
反応や評価を収集
効果的な施策立案

都市OS

ニーズに合わせた
情報提供

コミュニケーション
活性化

行政手続の
セルフサービス化

• 施設予約
• 各種届出
• 申請手続

• チャット
ボット

• 市民のニー
ズ聴取

• 生活/子育て
/イベント情
報

• 学校サービ
ス

共通ID
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ヘルスケア　-将来施策イメージ-

OK!

朝と夕は
児童の送迎

昼は
人の移動・荷物

運搬

Aさん、
検診を受診
しましょう

下関市役所

しものせき病院を
10:00に予約します
これまでのデータを
用いて問診票を作成します

AI

乗合タクシーを予約します

診察開始が10:30頃に
なりそうです
移動と到着時間を再計算。
10:00に迎えに行きますMaaS

MaaS

AI

• 検診・健診の時
期になれば個人
にポータルに通知

• AIタクシー予約に
連動し送迎予約
が可能、検診の
煩わしさを削減

心拍数120

• 日々のライフログ
データを蓄積

• 異常があればア
ラートが上がり受
診を促す

• オンラインで病院予
約、連動してAIタク
シーの予約が可能

• ライフログから問診票
を自動作成

• 待ち時間情報を受け
て送迎時間を調整

• オンライン資格認証
により病院に到着後、
そのまま待合室へ。

• 待ち時間少なく受
診

• 受診後の会計は自
動決済により待ち時
間なく帰宅

• 帰宅時にスーパーへ立ち
寄り、下関食材を用いた
健康な食事を購入

• 購入内容は薬局等サー
ビスにて健康判定

• 定期的な日用品は
MaaSにより配達

• タクシーだけでなく、自動
車教習所のバスやスクー
ルバス等、時間帯による
遊休資産を活用し

• 定期路線外の移動のサ
ポートや日用品の調達
を行う

• 下関ならではの食材を
用いた健康的な食品を
開発

• 地元市民の健康改善
• ECによる市外への販売

• 健康指導や栄養指導、
運動講座が開催

• （以前は病院で同じ疾
患を持つ知人と交流）
薬局や公民館等で交流、
患者間の疾患の情報共
有や薬剤師から健康アド
バイスを受ける

病院での待ち時間ゼロ（医療機関のデジタル化＆MaaS活用）
施策２

官・民・医療機関と市民自身による予防医療モデル
施策3

MaaSを利用した通院の移動サポートと日用品の調達
施策1

医療関連情報のデジタル化、地
域リソースや医療体制の効果的な
最適分配による受診環境の利便
性向上

予防医療に対する理解深化や、
行動変容を通じた健康寿命の延
伸を図る

【適切な情報提供や周知の徹底、他分野サービ
ス連携による利便性向上】
症状に応じ、適切かつ受診可能な医療機関の検索と
情報の一元管理
オンデマンド方式での受診時間や地域に合わせた送迎
サービスの充足（オンライン予約、生活用品の調達サ
ポート支援等）

【予防医療に対する理解深化と行動変容】
データ分析等に基づく、対象者への健康診断受診の喚
起と受診促進
日々の運動や食事等、自身の健康記録の管理を習慣
化・可視化
かかりつけ調剤薬局等を巻込んだ個別相談・管理体制
構築、食料品購入履歴の分析による栄養指導
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教育・人材育成　 -将来施策イメージ-

小中高校

地域企業を知る機会・
職業訓練の機会提供

家庭・学校の
双方向コミュニケーション
学校だより配信や日々の連絡を
ポータル学校サービスにて完結

学校だより・欠席連絡
もスマホで完了！

地域ポータル
• 学校サービス
• 大学サービス
• リカレントサービス

市内大学

市内事業者・協議会

タブレットを
活用した教育

教員間の
ノウハウシェア

都市OS

ノウハウを登録する

高度専門人材育成
授業のシェアや実践機会提供によ
り、ビジネスパーソン・データサイエ
ンティストを育成

授業のシェ
ア

講座を受講

市民リカレント
ビジネス/IT系のレベル別講座に
よって必要な知識を取得

域外大学

家庭

自社魅力情報を登録
社員のオンライン受講

地域企業を知る
家庭との連絡

自社の魅力発信

オンライン講座提供

産学連携で地域企業を知る
地域企業を知る機会を通じ、机
上の学びを高め、また地域での就
職率向上に繋がる

社会科見学

桜山小学校

都市OS

　平等・オープンかつ高水準の教育環境
の実現に加え、家族・地域を巻込んだ情
報共有/交流の円滑化を通じ、地域への
愛着を育む
　学校・地域・産業連携による “魅力的
な学び場作り”を通じ、高度人材育成や
市民リカレントの土壌を耕し人材の市内定
着＆産業活性化を実現
【家庭とのつながり】
コミュニケーションのデジタル化により、学校から家庭への
パーソナライズされた情報提供・双方向コミュニケーション
を促進
【教育環境・内容】
遠隔教育の実施、個人の学力にあった教材・サポートの
提供により、平等・オープンかつ高水準の教育を提供
【高度専門人材育成】
域内外大学・産業界連携により、データ利活用による
課題解決に必要なビジネスパーソンとデータサイエンティ
ストを育成
【市民のリカレント】
大学間連携による幅広い市民ニーズに対応した生涯学
習講座の提供と学びを自分と地域に還元する場の整備
【教員育成】
データに基づく指導や教職員ノウハウのデータによる可視
化・蓄積共有を通じ、市全体の指導の品質を向上

生徒に最適化
された教材

人材の輩出・社員教育

指導経験をオンラインで共有

施策１

施策２

施策３ 施策４

インターン

市民ハッカソン

社員の講座受講

大学とのコラボ

PBL
アイデアソン 地域への還元
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競
争
領
域
　
　
非
競
争
領
域

産業・中小企業　-将来施策イメージ-

運送業サービス業

協議会

行政等

都市OS

　　サポート（設立・融資）

製造業 その他

運送

・・・

製品開発 サービス

協議会内企業での非競争領域のシェア活用＆自助努力により、自社事業を推進

(市内企業)非競争領域のシェア

• 企業の事業戦略・知的財産に深く関わる領域
（例：製造・研究開発）

ポータル　
シェアリングサービス

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

人材リソース
(マッチング・人材シェア)

製品
（共同開発）

施設・設備・材料
施策1

ツ
ー
ル

ス
キ
ル

機
能

生産性向上

コミュニケーション

ノウハウ
（成功事例・アイデア）

リカレント

商社
（製品販売・商談）

事務

施策２

企業個別努力

管理・事務
人材育成

業界固有
（例：開発、運送、営業・販売等）

• 企業間で共通して実施
• 共有による知的財産の流出が生じないもの

(例:汎用技術/管理事務)

契約利用費支払

シェアを活用し、
競争領域業務を推進

将来的な人材確保に向け、
地域の学校と連携

　地域企業間・産学間のシェアリング体制
の形成を通じたソフト面＆ハード面のシェ
ア推進により、生産性向上・人材育成に
よる個社の体力向上を実現し、将来的な
自社事業の推進・拡大、地域全体の産
業誘致の土壌を築く
• ソフト面：高度人材の育成・獲得/社員のリカ

レント、デジタルソリューション機能
• ハード面：労働力、施設/設備のシェア

【人材リソースの強化】
ポータルを介しインターンシップや求人等の人材マッチン
グ・単純作業労働者のシェアリングを実現
【生産性向上】
協議会参画企業を対象に、スキルや生産性を向上する
ための各種ツールをシェア。利用サービスに応じて企業間
で導入/利用費を分担し、各社の生産性向上を確実に
推進
企業間共通事務のアウトソーシングにより生産性を向上
【物流】
ポータル上での空きトラックや配送サービスのシェアリング
によるコスト削減
【ブランディング・広報】
産官学連携で世間・市民ニーズを踏まえた特産品/サー
ビスの共同開発による下関ブランドを強化し、ポータルを
活用した商品販売により販路を拡大

Eラーニング
シェア活用

講座を受講

デジタル人材に
成長

データ分析により
消費者傾向を捉え
た
商品開発

都市
OS

ポータル

ポータルで生徒に仕事を紹介
リアルの場での職場体験機会提供

人材の卵を育て、
将来的な人材を確
保
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【

観光・長期滞在　-将来施策イメージ-

地域ポータル
• 予約・決済サービス
• 観光サービス
• ふるさと納税サービス

市内事業者
・協議会

オンライン商社

商品開発
産業とのコラボ

コンテンツを知る
旅の準備をする

桜山小学

校

都市OS

　地域のひと・コンテンツ・データを繋ぎ・管
理するデジタルDMO体制を土台に、
下関の強み・魅力を活かしたコンテンツ作
りをユーザ目線で磨き・発信することで誘
客数増や消費拡大を図る
　他分野との連携強化を通じ、訪問客の
滞在満足度及び住民QoLの向上の両
者を実現

市内大学

旅マエ 旅ナカ 旅アト

リカレント講座
大学とのコラボ

市街地・観光地

+αの旅行体験
旅マエ・ナカ・アト関連コンテンツの
オンライン情報提供・サービス提供

新しいスタイルを楽しむ
地元の生活体験

住むように滞在
地域活動への参加

データ分析を活用し
更なるPR

リ
ア
ル

デ
ジ
タ
ル

ふるさと納税でコラボ商品Get

インターン

乗合バスで移動

朝セリ見学ウェルネスツーリズム

リカレント講座受講 空き家に滞在

宿泊予約・決済
Maas予約
チャットボット

SNSで情報確認

DMO推進体制

【“ユーザニーズ“×“下関ならではの魅力“でコンテンツ
を磨き上げ・創出・発信】
ユーザニーズやトレンドを捉えた適切なコンテンツ開発
旅マエ・旅ナカ・旅アトの各シーンにおける下関市の魅力の配
信
【DMO体制を整備し、デジタルを用いたプロモーション
を展開する】
地域の観光に関わるひとや観光コンテンツ、データを繋ぎ・管
理する体制の構築
分野を跨いだコンテンツプロモーションを検討できる人材の育
成
【他分野連携による更なる関係人口創出】
ワーケーション推進や人材シェアリングの誘致と空き家など既
存施設利用による長期滞在促進
他分野と連携した下関ならではの製品づくりとPRや、ワーケー
ションや人材シェアリング、などいまままでの旅行にとどまらない
新しい訪問客の誘致
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データ連携基盤（都市OS）の全体像
都市OSとして具備すべき機能検討については、本市が目指すスマートシティ像を支える主要施策の検討結果等を踏まえ
最終化することが重要。

市民・地域住民

UI

サ
ー
ビ
ス

CM
S

下関市公式HP

市HP・UI

市HP
CMS

コンテンツの
呼び出し

行政中心の
情報提供

地域
ポータル
情報の
パーソナライズ
・レコメンド
情報の
一括管理

観光
• 下関の強み、魅力

を活かしたコンテン
ツ作りと発信

（機能：コンテンツ
情報/宿泊予約・決
済）

ヘルスケア
• MaaSを利用した通院の移動

サポートと日用品の調達
• 医療機関のデジタル化
• 予防医療モデル推進
（機能：乗合いMaaS/宅配サー
ビス/問診票作成/病院予約/オン
ライン資格認証/健診Push通知/
健康講座/ライフログ管理）

個別サービス

産業
• 非競争領域の
シェアリングによる
個社の体力向上
実現

（機能：下関ファン
ド/ノウハウ・アイデア
共有/eラーニング/オ
ンライン販売/ツール
シェア）

共通ID

（共通UI）　地域ポータル

教育
• 学校サービスで家庭とのコミュニ

ケーション強化
• 大学間講座シェア・市民リカレン

トによる高度専門人材の育成
• 地域・企業とのコミュニケーション

推進
(機能：学校サービス/シェア講座配信
/PBL配信・報告/インターン・就職マッ
チング/リカレントサービス/地域コミュニ
ティ）

行政DX
• マイページ設定
• 記事レコメンド
• コメント機能
• SNS連携
• イベント・カレンダ
機能

• プッシュ通知
• オンライン手続

基本サービス

IDに基づく
パーソナライズな情報提供

※適宜記事の体裁修正

LINE
チャット
ボット

AI活用型
自動応答
サービス

LINE・UI

API
②コア機能

データ連携
データ（データ仲介・データ管理）

サービス連携

パーソナル リアルタイム ･･･

①共通サービス機能

地域ポータル（CMS）

ID管理・
認証サービス

地域ポイント
(ポイント管理)

防災
(マイハザード)

LINE
チャットボット 開発ポータル

AIハブ

API
センサー 他システム XXX

LINE Message API

コンテンツ連携
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産業・中小企業　教育・人材育成行政DX ヘルスケア 　観光・長期滞在

データ連携基盤(都市OS)の全体像・詳細機能
内閣府・SIP事業で規定するスマートシティリファレンスアーキテクチャにおける8つの要素に基づき、本市における個別機能を以下のように整
理。なお、構築・優先着手する範囲については本市の実現したい施策サービスに従い選定していくことが必要。

外部データ連携

サービス連携

デ
ー
タ
連
携

機
能

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

運用

デ
ー
タ
連
携
基
盤

都市
OS間
連携

セキュリティ

認証
認証

認証 認可 個人認証 SSO

ID管理
アカウント管理 ロール管理 ポリシー管理

サービスマネジメント
サービス管理 サービス利用履歴管理

サービスライフサイクル管理 サブスクリプション管理 利用履歴管理

データマネジメント
データアクセス管理 データ管理

データ蓄積 データ分散 イベント処理 データストア ユニークID管理

アセットマネジメント
デバイス管理 システム管理

デバイス
ライフサイクル管理 デバイス状態管理 デバイス制御 デバイス監視 システム

ライフサイクル管理
システム

状態管理

データ処理 データ連携
データ変換 データ取得 データ受付 データ補完 プロトコル変換 分野間

データ検索

API管理　

OpenAPI群
データ連携

認証連携

分野間データ
交換制御

分野間データ
交換記録

認証機能

暗号化

不正アクセス
防止

不正アクセス
検知/遮断機能

脆弱性管理

ログ管理

システム管理
(非機能)

都市OS
企画・開発 管理

システム運用管理

共通サービス
地域ポータル

パーソナライズ

コンテンツ管理

オプトイン管理

APIライフサイクル管理 APIゲートウェイ オーケストレーション

認証・認可 オプトイン管理データアクセス

属性取得 地域ポイント管理パブリッシュ/
サブスクライブ

サービス
連携(決済等)

パーソナル
データ授受データ仲介 カタログ管理個人認証

防災
マイハザード

決済・
ポイント管理

開発者
ポータル

可視化・分析
ダッシュボード ・・・

ユーザ

IoTセンサー オープンデータ 人流・交通データ行政保有情報 CMS 教育データデータ
行政データ その他データ

他都市

柔軟なサービス間連携
市民向けの多様なサービスがデータ連携基盤を通じ
て連携・運用。市民の利便性を向上
(サービス間のデータが連携され、適切なレコメンドを実現するなど)

ワンストップID認証
マイナンバーやソーシャルIDを活用した認証機能を整
備。市民・管理者ともに権限管理をしたアクセス制御

オプトイン管理
個人情報提供有無を管理し、市民はポータルサイト
からいつでも設定を変更できる

多様なデータの連携
下関市保有データ(行政データ)や街から収集される
データなどを適宜連携

都市間連携
リファレンスアーキテクチャに定める標準APIを整備する
ことで、都市間のサービス・データの連携を実現

※構築範囲は要検討

１

２

３

４

５

１

３

サービス
共通ID

２

４

５
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スマートシティ推進体制の必要性
スマートシティでは、『ひと』目線に立脚し、まちの在り方を様々なステークホルダーが共に考え・共創していくことがポイント。
市民が安心してデータ提供できる環境を整備し、市民参画及び産学官の横連携を促進し、地域一体での人材育成・経済力の向上を
通じ、地域課題の継承・魅力向上の実現に向けた持続可能な取り組みを推進。

市民がまちづくりに
参画できる

仕組みがあること

データを収集する
主体に対する

市民の安心感を醸成すること

地域一体での
高度人材育成/

企業体力の向上による
取組み持続力を強化すること

市民の参画 安心感 継続性
スマートシティ推進体制に不可欠な要素

現実的で継続性
のある推進計画

コミット力のある
多様なステークホルダー

の参画
属人的でない
体制の構築

データ管理ルールの徹底
とセキュアなシステム

市民・地域起点
の課題提起

下関市スマートシティ推進協議会
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アクセンチュア イノベーションセンター福島
　　中村　彰二郎

下関市スマートシティ推進協議会　
産学官連携のもと、全体ビジョンやルール整備等を行う「企画・運営委員会」をはじめ、出資者の獲得や利用者増等を狙う「広報組織」、
各取組分野の検討・実推進を担う「個別WG」、及びデータガバナンスを担う組織を設けることが必要。

構築/運用
下関市スマートシティ推進協議会 

事務局

SC全体事業推進に必要な都市OSを
含むデジタルシステムを開発運営、
API連携、アセット管理や全体セキュリ
ティ担保を担う

データガバナンス
住民・観光客や事業者に加え、国や
他地域への広報を行うとともに、情報
連携の為の窓口機能

マーケティング・広報 WG幹事会

行
政DX

ヘ
ル
ス
ケ
ア

教
育

産
業

観
光
XXX

～産×学×官の連携～

• 特定医療法人　茜会
• 山口第一㈱
• ㈱ひびき精機
• 日新運輸工業㈱
• ㈱日本フーズ
• 下関市立大学
• 梅光学院大学
• 下関市

企画・運営委員会 協議会会員

都市マネジメント関連機能 都市OS関連機能

外部評価委員会

ⅴ．マーケティング・周知広報

vi. 都市OS運営・管理
vii. アセット及びデータ管理・運用
viii. セキュリティⅳ．ビジネス開発・運営

全体戦略・サービス協議、整備計画、データPF等の検討を中心に推進
• アーキテクト・・・スマートシティ推進機関の首長的存在（㈱フォー・クオリア　松永州央）
• 下関市・・・アーキテクトと連携しスマートシティ推進にコミット
• 各WGリード・・・全体戦略と足並みを揃えた個別分野取組み推進（民間事業者　等）
• 大学機関・・人材育成等

i. SC全体統括・戦略策定
ii. 組織運営・管理
iii. ルール策定・管理

双方向の
コミュニケーション

アドバイザー

下関市総合政策部企画課

広報戦略課
情報
政策
課

企画
課
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2025年までのロードマップ
2021年度以降は小規模な体制で小さな成功を積み重ね、まず推進の基礎を固める。市民にとって役立つサービスを矢継ぎ早に提供。
産学官の連携を着実に進めるともに、利便性の高いサービス提供により市民の参画を促し、柔軟性をもって共に創っていく。

一部サービス・ポータル構築などの
推進の基礎固め

サービスの拡充とPRによる
市民参画率の向上

’21年・4月～ ’22～24年

市民が創るスマートシティの
下関市モデル確立

’25年～

下関市スマートシティの
目指す姿の検討

～’21年・3月

• 事業者中心のデザインシンキング
ワークショップ開催

• 『スマートシティ基本設計』案を
策定

• 市民向けスマートシティポータル
サイトの構築

• 協議会立ち上げ
• 初年度施策の実証開始

• ポータルにより市民と行政の双
方向のコミュニケーション実現・
パーソナライズされた情報発信

• 協議会の参画事業者拡大
• 施策実証の拡大

• 市内の様々な主体がデジタル
で繋がり、コミュニティが再構築

• 高度専門人材育成本格化
• 下関市発のスマートシティサービ
スを全国に展開


